【プロポーザル審査要領】
プロポーザル審査要領
１．目的

　この要領は、清瀬駅周辺の未来構想ビジョン策定業務（債務負担行為）の受託候補者を選定するために、提案事業者の審査方法を定めることを目的とする。
２．審査対象事業者
　次の各号をすべて満たす事業者を対象に行うこととする。
(1) 公募型（指名型）プロポーザル実施要領（以下、「実施要領」という。）において定める資格要件を全て満たす者
　(2)実施要領に規定する期限内に必要な書類のすべてを提出した参加者
　(3)実施要領により、適正に書類を作成した参加者

３．審査の実施
　プロポーザル審査委員会設置要領で定めるプロポーザル審査委員会（以下、「審査委員会」という。）が実施する。

４．審査の方法
(1)一次審査
　　　委員会では、以下の項目について書面にて審査を行う。なお、配点は6．審査基準のとおり。
　　ア　会社概要の評価
　　イ　担当者評価
　　ウ　社会貢献度
(2)二次審査
委員会では、以下の項目について、一次審査を通過した提案者から提出された企画提案書等とプレゼンテーション（質疑を含む）を通して、審査基準に基づいて審査を行う。
    ア　提案内容評価
　　イ　経費
(3)すべての参加者の審査の終了後、各審査委員の審査結果（得点）を集計し、最高得点者を受託候補者として、次順位の者を次点者として選定する。なお、一次審査の点数は二次審査に引き継ぐものとする。
(4)審査の結果、総合得点が最高点の者が同点で2者以上ある場合は価格に関する評価点が高いものから順に候補者と次点者を選定する。
５．審査の項目及び配点（例）
　総合点数は１００点とし、審査項目と審査項目ごとの配点は以下のとおりとする。

　(1)提案に関する評価点　５０点（※審査委員の平均点とする）
　(2)価格に関する評価点　１６点
　(3)その他の評価点　　　３４点
６．審査基準
(1)各項目の評価点の審査項目及び配点は以下のとおりとする。各審査項目に関する採点基準等については、審査委員会の合議により定める。
	大項目及び配点
	評価項目
	評価事項
	指標

	会社概要の評価（配点：１５点）
	経営規模
	経営規模の妥当性
	資本金、売上高　等

	
	業務遂行力
	業務遂行体制の妥当性
	企業の技術者数　等

	
	業務執行技術力
	当該業務を遂行するために必要な知識・経験
	同種・類似業務の実績等

	
	実施体制
	適切な業務を提供できる実施体制か
	経験年数、実務実績の有無　等

	担当者評価（配点：１５点）
	担当者評価
	担当者の経験や実績等
	経験年数、実務実績の有無　等

	提案内容評価（配点：５０点）
	提案事項を実施するにあたっての取組方針
	業務の理解度はあるか
	目的・条件・内容の理解度が高く、簡潔に記載されているか

	
	業務の実施手続き
	業務実施手続きを示す業務フロー又は工程表等は妥当か
	実施フロー又は工程表等の的確性

	
	現況・課題への理解度
	地域の現況・特有の課題への理解は十分か
	地域特性等余条件の理解度

	
	提案内容の的確性
	提案内容は業務要求水準を充足しているか
	

	
	
	検討項目の内容は具体的で量も妥当か
	主要検討事項の把握度及び具体性

	
	
	実施手法は的確であるか
	業務手法の妥当性

	
	資料調達力
	資料等がわかりやすいか、誤字脱字が少ないか
	資料の正確性

	
	説得力（ヒアリング）
	説明に説得力があるか
	

	
	取組姿勢（ヒアリング）
	積極的に取組む意欲を感じられるか
	業務への意欲、積極性

	社会貢献度（配点：４点）
	女性活躍の推進
	女性の職業生活における活躍の推進に積極的に取り組んでいるか
	厚生労働大臣による認定（えるぼし）

	
	子育て世代への支援
	子育てサポートに積極的に取り組んでいるか
	厚生労働大臣による認定（くるみん）

	経費（配点：１６点）
	経費見積
	提案された内容について適切に積算されているか
	見積書


※上記内容を参考に、発注業務に適した評価項目を加除修正、各項目ごとに点数配分を設定する。
